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【研究情報】

刺身用まぐろ類の需給と価格の動向
松浦 勉

                              表１．まぐろ類の供給量と需要量の推移
セミドレスベース:千トン

外食及び 小計
冷凍 生鮮 小計 冷凍 生鮮 小計 刺身単体 刺身盛り合せ 小計 持ち帰り

1990 224 66 290 176 43 219 509 15 202 92 294 204 498 19 517
1991 212 63 276 176 48 224 500 1 212 86 298 200 498 21 519
1992 196 69 265 170 57 227 492 13 228 89 317 153 470 35 505
1934 208 67 275 190 63 253 528 -18 228 94 322 166 488 22 510
1994 214 65 279 166 72 238 517 5 243 83 326 179 505 17 522
1995 206 64 270 176 73 249 519 3 254 85 399 166 505 17 522
1996 170 56 226 172 71 243 469 7 236 76 312 147 459 17 476
1997 179 61 240 154 69 223 463 -12 227 76 303 122 425 26 451
1998 177 61 238 198 71 269 507 -5 257 70 327 163 490 12 502
1999 126 74 200 174 70 244 444 -9 247 74 321 103 424 11 435
2000 144 66 210 180 71 251 461 16 251 75 326 140 466 11 477
2001 136 58 194 198 72 270 464 -7 256 74 330 106 436 21 457
2002 122 60 182 217 65 282 464 -16 268 83 351 82 433 15 448
2003 127 68 195 205 63 268 463

資料：まぐろ需給協議会(水産庁）
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我が国は，世界の刺身用まぐろ類の大部分を消費して

おり，以前は，国内まぐろ延縄漁船がその多くを供給し

てきた。しかし，その後輸入が増加するようになり，現

在では，国内のまぐろ類価格が輸入の動向によって大き

く左右されるようになっている。本稿では，まぐろ類の

需要量と供給量の推移，魚種別の供給量と価格の関係，

家計調査からみたまぐろ類の消費動向などから，刺身用

まぐろ類の需給と価格の動向について述べる。

まぐろ類の価格は，バブル経済の崩壊以降低迷してい

る。水産庁まぐろ需給対策協議会（ 年設立）が作1989
成したまぐろ類の供給量と需要量の推移を表 に示し1
た 同表のまぐろ類は 刺身の利用が多いクロマグロ 太。 ， （

平洋に分布 ，大西洋クロマグロ，ミナミマグロ（別名）

インドマグロ ，メバチ，キハダ，かじき類をいう。な）

お，クロマグロ，大西洋クロマグロとミナミマグロを総

称する際には，以後「クロマグロ等」と称する。また，

ビンナガも高鮮度のものが刺身として利用されるが，こ

こでは含まない。

刺身用まぐろ類の供給量と需要量

供給量は，国内生産量と輸入量に大区分され，各々が

冷凍と生鮮に細区分される。冷凍の国内生産量は，ほと

んどが遠洋まぐろ延縄によるが，遠洋まぐろ延縄の国際

減船により， 年の 千トンから 年には 千1998 177 1999 126
トンに減少した。生鮮の国内生産量は，大体 万トン台6
で推移している。

冷凍の輸入量は， 年には 万トン台で推移1990-1999 17
し， 年は 千トンに増加した。生鮮の輸入量は，2003 205

年が 千トン， 年が 千トンであった。輸入1990 43 2003 63

1990 2002 282の小計は， 年以降増加傾向にあり， 年の

千トンがピークであった。供給量に占める国内生産と輸

入を比較すると， 年以降輸入が国内生産を上回る1995
ようになった。供給量の合計は， 年までは 千ト1998 500

， 。ン台の年が多かったが 年以降 千トン台が多い2000 460
需要量は，国内消費量（家庭消費量と「外食及び持ち

帰り ）と輸出に大区分される。家庭消費量のうち，刺」

身単体は 年以降増加し 年には 千トンにな1990 2002 268
り，刺身盛り合せは ～ 千トン台で推移した。家庭70 90

2002 351 330消費量は， 年が 千トンで最も多く，前年の

千トンに比べ ％も増加した。外食及び持ち帰りは，6.4
年の 千トンがピークであり，バブル経済の崩壊1990 204

， 。とともに徐々に減少し 年には 千トンであった2002 82
この結果，国内消費量に占める家庭消費量の比率は，

年の ％から， 年の ％に増加した。1990 59 2002 81
1 51なお 表 における冷凍は 独航船及び運搬船による， ，

漁港等における冷凍まぐろ類水揚量（上場分と清水地区

の非上場分の合計値）であり，生鮮は，生鮮及び冷蔵ま

ぐろ水揚げ量（空輸を含む）である。外食及び持ち帰り

は，在庫（冷蔵水産物流通統計による）の増減を含む全

供給量から家庭消費及び輸出を減じた量である。

まぐろ類の魚種別概要

表 では魚種別内訳が不明なため，国内生産量（農林1
水産省「漁業・養殖業生産統計年報 ）と缶詰用の小型」

メバチやキハダを除いた輸入量（財務省貿易統計）の合

計値から，マグロ類の魚種別の供給量（ 魚種の合計が4
％）を推定した。 年と 年の供給量の比率100 1989 2002

を比較すると，クロマグロ等が ％と ％，メバチが5.4 8.3
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図１．クロマグロ等の供給量とミナミマグロの価格の推移
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％と ％，キハダが ９％と ％，かじき類40.9 46.5 42. 39.4
が ％と ％であり，メバチが半分近くを占めてい10.8 5.8
る。また，漁業・養殖業生産統計年報により， 年1989
と 年の価格（円 ，以下同じ）をみると，クロマ2002 /kg
グロが 円と 円，メバチが 円と 円，4,141 1,770 1,346 736
キハダが 円と 円，かじき類が 円と 円であ564 453 691 516
った。以上から， 年の変化を概観すると，ク1989-2002
ロマグロ等とメバチは，供給量の比率が増加して価格が

大幅に低下し，キハダとかじき類は，供給量の比率が減

少し価格の低下率が小さいことが明らかになった。

クロマグロ等とメバチの供給量と価格

クロマグロ等とメバチは専ら刺身用として利用される

が，キハダとかじき類は刺身以外の利用も多い。ここで

は，専ら刺身用として利用され，値段が高いクロマグロ

等とメバチについて供給量と価格の関係をみる。まず，

クロマグロ等については，脂身（トロ）部分が多いため

に最高級品として扱われ，従来は，高級な料亭や寿司店

などの需要が多かったが，バブル経済崩壊後，これらの

需要が減少した。また，その後，天然クロマグロ等に比

べて価格が安い蓄養の大西洋クロマグロとミナミマグロ

（以下 「蓄養クロマグロ等 ）が外国から輸入される， 」

300 500ようになった。なお，国内ではクロマグロを ～

トン生産している。

図 にクロマグロ等の供給量とミナミマグロの価格の1

推移を示した。水産庁調べによると，我が国は 年1992
から蓄養クロマグロ等を輸入するようになり， 年1994
から輸入量が増加した。当初はオーストラリアだけがミ

ナミマグロを蓄養していたが， 年以降地中海沿海1997
諸国（スペイン，クロアチア，ポルトガル，イタリア，

マルタなど）が大西洋クロマグロを蓄養するようになっ

た。これら蓄養クロマグロ等は，産卵後の痩せた成魚や

中小型魚を数ヶ月程度生け簀の中に囲って餌を与えて太

らせ脂身部分を多くしたものである。諸外国が生産した

蓄養クロマグロ等は，そのほとんどが日本に輸出され，

蓄養クロマグロ等の生産量（原魚ベース）は， 年1999
が 万トン台， 年が 万トン台（うち，地中海諸国1 2001 2
の占める比率が ％）であり， 年には 万トン台に58 2003 3
達したといわれている。

図２に「天然」と蓄養を合計したクロマグロ等の供給

量とミナミマグロの価格の関係を示した。クロマグロ等

の供給量は， 年が 千トンであり， 年がピー1990 20 2000
クの 千トンであった。クロマグロ等の価格は，値段47
が高い 以上の天然ミナミマグロ（築地魚市場）を40kg
指標として用いた。価格（消費者価格デフレートした）

は， 年から 年の間 円から 円に低下1989 2002 5,410 1,988
しており，点グラフから各年次が 年，1989-1993

年 ， 年 の つ に 区 分 さ れ る 。1994-1998 1999-2002 3
年は，蓄養マグロ生産量の影響が少ないため1989-1993

に価格が高かった。 年は，天然クロマグロ等1994-1998
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図 クロマグロ等の供給量とミナミマグロの価格の関係2.

図 ．メバチの供給量と価格の関係3
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の供給量が多かった上に蓄養クロマグロ等生産量が増加

したために価格が低下した。また， 年は，蓄1999-2002
養クロマグロ等生産量が大幅に増加したため，価格が更

に低下した。蓄養クロマグロ等は， 年から冷凍さ1997
2003れるようになり 周年出荷が可能になった しかし， 。 ，

年になって蓄養クロマグロ等価格が低迷したり，地中海

では天然餌料が不足気味である上， 年 月から2004 8
（大西洋まぐろ類保存国際委員会）によりまぐICCAT

ろ蓄養場が登録制になることなどから，今後，蓄養クロ

マグロ類の生産量は伸び率が鈍化すると予想される。

一方，メバチは，クロマグロ等と異なり，現在のとこ

ろほとんどが天然物である。図 にメバチの供給量と価3
格の関係を示した。メバチの供給量は， 年が 千1989 200
トン， 年がピークの 千トンであり，クロマグロ2002 252
等に比べて増加率が小さい。メバチの価格（消費者物価

指数でデフレートした）は，値段が高い 以上（築40kg
地魚市場）を指標として用いた。 年までは 円1997 1000
台以上であったが， 年以降 円台を割り込み，1998 1000

年には 円台になった。メバチ価格の低下につい2002 800
ては，メバチ漁場において最近外国漁船との漁場競合が

激しくなり肉質が良くなる漁期前の漁獲が多くなったこ

とも一因といわれている。メバチの場合にはクロマグロ

等と異なり，点グラフにおける年次別差異があまりみら

れない。

以上から，天然ミナミマグロの価格は， 年以降1994
蓄養マグロを含む供給量の大幅な増加により顕著な低下

傾向にあり，また，メバチの価格は，メバチの供給量は

あまり増加していないが 年以降低下したことが明2001
らかになった。

家計調査からみた全国平均及び横浜市の動向

家庭消費量（表 ）の内容を把握するため，表２に地1
方別 世帯当たり年間の鮮魚とまぐろ類の支出金額1
（ 年と 年）を比較した。全国平均をみると，1989 2002
鮮魚の支出額は， 年（ 円）に比べて 年1989 68,531 2002
（ 円）の方が少なかったが，まぐろ類支出額は，57,917

年（ 円）に比べて 年（ 円）の方が1989 7,885 2002 8,233
多かった。また，鮮魚の支出金額に占めるまぐろ類の比

率は， 年（ ％）に比べて 年（ ％）の1989 11.5 2000 14.2
方が多かった。

地方別に鮮魚の支出金額に占めるまぐろ類の比率をみ

， （ ） （ ）ると 中国地方は 年 ％ より 年 ％1989 1.9 2002 5.5
1989 2.6 2002の方が増加し また 九州地方も 年 ％ より， ， （ ）

年（ ％）の方が増加するなど，全国的にまぐろ類の4.7
消費水準の平準化が進んでいる。

表 に， 世帯当たり年間のまぐろ類の支出金額等の3 1
推移を示した。 年における鮮魚の支出金額に占め2002
るまぐろ類の比率は，全国で関東地方が一番高く，関東

地方の都道府県庁所在地におけるまぐろ類の支出金額

は，横浜市が一番多かった。遠洋まぐろ延縄の水揚げ基

地である三崎港に近く， 年には， 年以降まぐ2002 1989
ろ価格が最も下がったことによって，鮮魚の支出金額に

占めるまぐろ類の比率とともに，まぐろ類の購入数量が

最高であったことが明らかになった。

おわりに

刺身用まぐろ類の消費量は，バブル経済崩壊以降，外

食及び持ち帰りは減少した。しかし，まぐろ類は，品目

・品質に応じて多種多様な用途がある簡便な食材であ

り，食市場の裾野が広いため，家庭消費量が増加した。

また，刺身用まぐろ類の供給量の増加とまぐろ類価格の

低下によって，まぐろ類の消費水準の平準化が進み，全

国的にまぐろ類の消費が増加した。この結果， 年2002
の家庭消費量（刺身単体と刺身盛り合せ）は 年以1989
降最高となったことから，今後とも家庭消費を中心とし

てまぐろ類の需要が高い水準を維持することが期待され

る。

なお，本調査研究は，当研究所一般研究「まぐろ類の

安定的な漁獲量と価格水準の解明」により実施したもの

である。 （経営経済部 比較経済研究室長

現 水産経済部 動向分析研究室長）

全国平均 横浜市
まぐろ類の
購入数量(g）

まぐろ類の価
格(円/kg）

1989 11.5 21.4 5066 3053
1990 11.7 21.0 4844 3023
1991 11.8 21.8 5180 3169
1992 12.3 21.2 5276 3124
1993 12.3 20.4 5234 2893
1994 13.3 20.7 5274 2819
1995 12.9 20.0 4965 2798
1996 12.6 18.3 4739 2637
1997 12.6 20.0 4647 2885
1998 13.5 20.3 5330 2621
1999 13.6 20.1 4973 2771
2000 13.9 20.9 5169 2604
2001 14.1 21.2 4438 2862
2002 14.2 22.9 5764 2492

鮮魚の支出金額に占
めるまぐろ類の比率(%)

　　　　　資料：家計調査年報（総務省統計局）

表３．1世帯当たり年間のまぐろ類の支出金額等の推移

横浜市
西暦年

1989年 2002年 1989年 2002年 1989年 2002年
北海道 55841 50493 5041 5722 9.0 11.3
東北 69426 60371 7526 8085 10.8 13.4
関東 67246 56368 12675 11966 18.8 21.2
北陸 77446 64747 3424 4947 4.4 7.6
東海 63901 55390 12041 11483 18.8 20.7
近畿 75727 63302 4236 5953 5.6 9.4
中国 77132 61797 1428 3413 1.9 5.5
四国 71670 55980 4563 3845 6.4 6.9
九州 63484 57982 1636 2713 2.6 4.7
沖縄 50909 31718 13272 6672 26.1 21.0
全国平均 68531 57917 7885 8233 11.5 14.2

　資料：家計調査年報（総務省統計局）

表２．　地方別1世帯当たり年間の鮮魚とまぐろ類の支出

鮮魚の
支出金額(円）

うち、まぐろ類の
支出金額(円）

まぐろ類/鮮魚の
比率(％）地方別




